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大極殿の起源についての一考察

ー 前期難波宮をめぐって一

直木 孝次郎

はじめに

(1) 

私はさきに「大極殿と門」という論文を草し，迎跡と文献の両面から古

代宮城における大極殿の門の消長と機能を考察し，ひいて大極殿と内裏の

関係を論じ，古代天皇の権力の変遷におよんだ。

その論文では，まず天武朝の浄御原宮以降の宮城に大極殿が存在 したこ

とを前提とし，大極殿の門は，浄御原宮では存在しなかったか，存在して

も記録にあとをとどめないほど小規模なものであり ，藤原宮 ・平城宮では

正門あるいは閤門などと呼ばれて重要視され，平安宮では竜尾道に地位を

譲って消滅する，という経過をたどることを述べた。そうしてこれを基礎

として，上述の問題を検討したのであるが，最近の難波宮跡の発掘の結果

は，この考察の前提とした天武朝の大極殿の存在に大きな疑問を生ぜ しめ
2) 

た。 大極殿が存在しなければ， 大極殿の門を論ずることは一~天武朝に関

する限り 一一無意味であり，大極殿の成立から考察をはじめなければなら

ない。私の旧説は，当然大きな修正を必要とする。

昭和46年の秋以来，私はいろいろの機会に新しい知見にもとづいた見解
(8) 

を口頭でたびたび発表し，旧況の補訂をこころみた。ここにあらためて所

見をまとめ，ふたたび博雅の叱正を乞いたいと思う。

1 

私が飛為浄御原宮に大極殿があったと推、ど したのは，つぎの 2つの埋由

による。

その 1つは，「日本柑紀」の天武10月2月，同年 3月，12年正月 ，朱謁元
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正月の各条に大極段の記載がみえること もう ，1つは，浄御原宮とh1時

在した大阪市注円坂町の甦波宮の造跡から，...,_

ぜられたことである。

址顕彰仝「難波宮址の研究」第 4および第5

れているが．昭和36年に行なわれた第13次発掘において，

の中軸椋を附へ廷此した線上に．

れる辺構を検出し，さらにその下約に火災にあった
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三足雀＿示二干群臣ー0

(4)朱烏元年正月癸卯 (2日），御二大極殿＿而賜二宴於諸王卿＿。 是日詔日，

朕叫王卿＿以二無端事＿，俯射言1恥実必有レ賜。

従来，史料批判のきびしい古代史学界でも，天武紀の記事は信頼度が高

いとされ，右の品J［から天武朝における大極殿の存在に疑いをもたれるこ

とはなかったといってよい。 しかし，天武 ・持統紀に多数みえる「郡」の

称は，原史料には「評」とあったものを，「」f紀」編者が大宝令制にあわせ

て苔きかえたことがほぼ確実とされる現在では，天武紀に 「大極殿」がみ

えるからといって，天武朝の浄御原宮や難波宮に大極殿が存在したと，簡

弔に1言ずることはできない。

けれどもまた，律令編姦や国史編集の事業の発表や，皇族以下諸臣をあ

つめての正月の賜宴が，宮城内の重要な建物で行なわれたことまで否定す

るには当るまい。それが天武朝に大極殿とよばれたかどうかは再考を要す

るし，その位置は藤原宮 ・平城宮 ・聖武朝難波宮の大極殿とちがっていた

と思われるが，それらの宮城の大極殿に相当する一ー 大極殿の前身ともい

うぺき―ー重要な殿舎が，天武朝浄御原宮にあったと考えてよいであろう。

その建物は現在までの発掘で知られている迎構のなかから求めるなら，

どれにあたる了あろうか。天武朝難波宮跡についていうならば，発掘調査

者も推定しているように，これまで「内裏前殿」と称してきた殿舎の可能

性が強いと思われる。

2 

天武朝難波宮の内裏前殿とよばれる建物は，内裏後殿と軒廊でつながれ

ているが，内衷とは 1本柱の柵列で仕切られ，これを北の際陪とし，束西

および南面には回廊がめぐり，独立した 1区画の中心に位骰している。そ
tしら1

の大きさは，正面の柱間 9間，側面は 5面で，柱間の数は内衷後殿と同じ

だが，規模はひとまわり大きく，後殿が34.3m X 14. 6mであるのに対し，

36. 3m X 18. 7mである そうしてそれは，浄御原宮のつぎに造られた藤原

宮の大極殿の規模35.5m ""18. 2mに近似する。それだけではなく ，内裏前

殿をかこむ束西同廊の間隔は 114.6m，北の柵列と南の同廊の距離は 84.0

mであるのに対し，藤原宮の大極殿のはあいは，束西115.7m,南北152m

をはかり ，南北は相当の差があるが，束西の間隔はほとんと、一致する。こ

れらの点から，天武朝難波宮の内哀前殿を，内褒から切りはなして独立，

(56) 
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と大蔵省，内膳司と大膳職内舎人と大舎人などがあるが，天皇の私生活

に関係の深い官司 ・職名に内をつけ，公的生活すなわち政治により多く関

係する官司 ・職名に大をつけるのがふつうである。内安殿 ・大安殿もそう

いう意味で対応する名称であなそうすると，天皇のn常生活の営まれる

内裏そのものに存在する内裏後殿が内安殿と呼ばれ，大極殿の前身であり ，

従って公的行事の場ともなる内裏前殿が大安殿と呼ばれたとする推定は，

蓋然性が高いといってよいのではなかろうか。持統紀 3年正月朔条に「天
まい

呈，万国を前殿に朝らしむ」とあるのも ，この推定を支持する材料である。

この考えは，はやく本居宣長などによって指摘されていることだが，l大

極殿」をオホアムトノ（大安殿）とよませる 「日本書紀」の占訓によって

も傍証されるであろう。ただこの推定にとって問題となるのは，外安殿と

大安殿の関係で，内裏前殿＝大安殿が正しいとすると，さきに内裏前殿一

外安殿としたのは誤りかという疑問である。

これはそれほどの難問ではない。内安殿（内裂後殿）に対する内裏前殿

の名称が当初は一定せず，外安殿 ・大安殿の両方の名称でよばれていた時

期があったのであろう。上述のように内に対する語は大であるが，中務省

の内記に対し，太政官に外記があり ，内薬司に対し外薬寮（天武紀4年正

月条，のち典薬寮）があるように，内に対する「大」と同様の意味で，1外」

の称が用いられた時期があったと考えられる。外安殿 ・大安殿，ともに内

裂前殿をさす語であったと思う。

その点，史料(11)に「旧宮の安殿」とあるのは興味深い。旧宮は天武天皇

が浄御原宮にはいる前，一時居をおいた舒明天皇の岡本宮かと思われるが，

それはいずれにせよ，大和における浄御原宮以前の宮は，内汲にある天皇

の宮殿（安殿）が前後にわかれていなかったことを示すものである。

「安殿」は 「占紀」にここ lケ所しか見えないが， 「大殿」の語ほ，上述

の2例のほか崇神 6年条以 Fに10例みえる。 6世紀以降では，欽明13年10

月，敏達14年8月，用明 2年4月，舒明即位前紀，天武即位前紀の諸条に

あらわれる。 1古事記」に も，中巻の神武束征段に 2例，下巻の仁徳段 ・

履中段 ・雄略段に計4例があろ ．おそらくこの言業は，J迂皇の住む主要な

殿舎 一ー内衷の中心建物で，政務もここで処理される ーをさす語として，

早くから用いられていたのであろう。 r安殿」も同じ建物をさす品であろう

が，l叫紀」には 1例，1古事記1に1例もないところからいって，天籾 ．

天武朝ごろに用いられはじめた新しい用語と考えられる）

58) 
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日）条に「天皇御二重閣門一，観二射騎ー」とあり ，菫閣中門あるいは重閣門

で行なわれている。この門は中門の称から考えて，平安宮の会昌門にあた

る朝堂院南門であろう。

用例が少ないので断定はできないが，平城宮の大極殿門と朝堂院南門の

2つの門で行なわれる行事が，浄御原宮では 1つの「南門」で行なわれて

いたことになる。このことを私は前稿でも取りあげたが，そのときは内裏

前殿のほかに大極殿が存し，かつ大極殿門は存在しないか，存在しても小

規模なものと誤認していたため，浄御原宮の 「南門」を朝堂院南門＝重閣

門にあたるものとの推定に傾いた。しかし 「南門」が内裏前殿の南門と考

えられるに至った現在では，存在しないのはむしろ朝堂院南門とするのが

妥当であるように思われる。

しかし簡単にそう言いきることもむつかしい。なぜなら昭和47年度の発

掘で天武朝難波宮の朝堂院南門と推定さ
8 

れる遣構が出士したからである。

天武朝難波宮は，大極殿門に相当する内裏前殿の門と，朝堂院南門とをそ

なえているのである。だがこのように門が 2つあるならば，正月17日の射

と5日5日の射をぺつぺつの門で行なわずに，なぜ同じ「南門 で行なっ

たのであろうか。平城宮の儀式の佃例と．天武朝の慣例とがちがうという

のなら，なぜ違ってきたのかという説明がいる。疑問はつづくのである。

この疑問を私はつぎのように解釈している。たしかに天武朝難波宮には

内裏前殿の門と朝堂院南門とが備わっているが． 2つの門がそろうのは難

波宮の整備のすすんだ天武朝の末年のことて，天武朝のはじめには朝堂院

南門はまだっくられていなかったのではないか。浄御原宮も同様で，天武

朝のはじめに造営されたときは，朱雀門をはいると内裏前殿の門までのあ

いだには他の門がなく ，射礼のような広い土地を必要とする儀式は，すぺ

て内裏前殿の門の前で行なわれたものと考える。

それではいつ朝堂院南門が建てられたか，浄御原宮については手かかり

がないが， 難波宮のばあいは． 例の天武12年12月の詔，
かれ

「凡そ都城・宮室
“も

は一処に非ず。必ず両参を造れ。故．先ず難波に都せんと欲う」によって

難波の造都が行なわれた機会であろう。おそらくこの 2年前の天武10年2

月に飛烏浄御原律令編慕の詔が出され，宮中諸制度の整備がすすめられた

ことと無脚係ではあるまい。天武12年12月以降にはじまる造営Iμ業によっ

て，新しく朝堂院南門が難波宮に増設されたと考える。浄御原宮でも，証

拠はないが， 天武10年以後に同様の事情のもとに朝堂院南門が成立したの

(60) 
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-っ・土ろう。

ただし，この推禎lがなりたっためには，天武12年に難波造都の詔がくだ

る以前に，内裏後殿 ・内哀前段 ・内裏前殿門（南I1『]） ・朱雀門をそなえた宮

城が．難波に存在していなければならない。そうでなければ，浄御原宮に

ついての上記の推定も，何の根拠もない思いつきにすぎなくなる。問題は

噂の冒頭に記した内裏前殿 ・後殿の起源をふくめて，前期（天武朝）

波宮の成立時期はいつか，ということになる。

4 

前期（天武朝）難波宮の成立時期は，ふつうには天武12年12月の詔以後

と考えられる。発掘調査を行なっている難放宮址顕彰会の関係者も，当初

はそのように考えていたが，発掘がすすむにつれてこの建物の主要部分は

北改新後の孝徳天凸朝に建てられ，その後若干の補修を加えて，天武朝

：年まで引きつづき利用されたのではないかとする見解をとるようになっ

た。その理由の大要は．「難波宮址の研究」第 4（沢村仁氏執筆の部分），

同第 6（中尾芳治氏執筆の部分）等にのべられているが，多少の私見を加

。えてつぎにその要点を記す。

r!西長殿の問題

心までふれなかったが．内裏前殿をかこむ同廊のうらがわに．前殿の
＂人

前面の東西にあいならんで南北16間 ・東西 2間（間は住問）の長細い建物

がある。それは型武朝難波宮の追構とのきりあい関係や，火災をうけた痕

跡のあることより ，天武朝難波宮の遺構と推測されるが，建築後のある時

期に「北側 5間分を除いて南11間分に縮少した上，約 lm南にずらせて

-c匝され」ている。造替の原因はいろいろに推測できるが．全面的に造替

されているのは，建物の「耐用年限とも閥係するものであることを示して

しぷi造替された建物は朱烏元年 (686)に焼けているから，その最初の

築はその30年ほど前，すなわち孝徳朝 (645-654)にさかのほる可能性

が強い。東西に長殿があればその間の正面に主要な殿舎がやはり伺じ時

期に建てられていたにちがいない。そうするとこの一郡の建物は，孝徳朝

の難波長柄登碕宮に屈すると考えてさしつかえなかろう。

B 建築期間の問題

前期難波宮の建築が天武12年 (684)12月の詔によってはじめられたと

すれば，朱島元年 (686)1月の火災までわずか2年 1月しかない。この

(61) 
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短期間にかなりの規校をもつ宮殿の建榮は困難である。ことに宮地の北半

全域は大きな整地工事が行なわれていることはいくから指摘されており，

2年 1月のあいだに整地し娃築するということは考えがたい。 1此柄盟硲

宮か大武朝まで存紬して改築出用された，とみた力か妥当であろう」とす

る凋鉦者の意兄はiれ直されるへきである。なおこれについては木必の大姓
¥ • Iヽ

築のはあい，用材の化媒にふつう約2年を快するという小林泊氏の指摘も

参考になる。前期難波呂＇の全体か人瓜 12年12月以後の建築では，いるいる

の点に限理が感ぜられる。

C 付屈小柱穴の問題

難波留址の調Ii.では，発掘をはじめた初期のころから，Ilii期の主要な建

物の仕の外側に小柱穴の付屈していることか庄意されていた。内裂前殷 ・

後以 • fjij殿の門なとでも確認された。 その小住の性格については， ①基j

説， 謬束訊，3公階品， ！）足場，況，§,i＇「文仕付加説なとかかわえられるが ．

①からdまでは難点があって成立しかた<, "［能性のあるのは 5の軒支仕
心¢

付加説てあるというのか，逍：柁名の兄解である。この説に従えは， lliJ耕j

難波呂の建物が創建後一定の時間が経過した後に，!lifを補強するためv'-人

柱を付加したものと考えられ」る。創姓後 3年や 5年で文任をつけること

はあるまいから，本体の建物は朱翡元年から30数年前の難波屁柄数碕宮に

屈する可能性が強い。たたし，．,vl2糾院i{i|’りには小住穴は付狐しないから．

このl"lか犬武罪l末年に建てられたとする私兄とは約行しない

D 文献上の1問題

人ム紀をみると，J註1:8年11月条に 「難波に羅城を築<lとあり ．）むt
6 年10月条に「内）、蹄ド）斗比公麻呂を摂ilt恥大夫とす且とあろ。 後Kのr~

tIt騒）＜夫」は「~!t紀」紺者が令制戟名にあわせて原史料を改作したもので

あろうか，この両条は天武 8: • G年に難波に宮があったことを、思わせ7

波に特別u)施設がなけれは，細城を築いたり，摂沖肱）＜夫に相当するよ

うな宜恥がおかれるはずがない

しかしこれだけでは，煕波宮はせいぜい天武朝の前・半期から設ir.lされた

というだけのことで，孝徳朝まではさかのぽらなし

ていくと，

0斉明元年7月巳卯，於4難波朝，，胚:北蝦夷九 t-九人，束蝦1J~ t I會 ’Ii

人_,J1設二百済謂使ー百1i.1-),

明6年12月灰演．天凸やJ＿難波宮
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大極段の起源についての一与察 一• 63 -

という記事が目につく。これからすると．すくなくとも斉明 6年 (660)ま

では，飛几返都後も煕波長柄登碕宮は維持されたと考えられる。斉明 6年

から天武6年 (677)までの17年間については史料に欠けるが，斉明朝の

年から天智朝にかけては．朝鮮出兵の関係や迅肖使の派逍店使の来朝

などがたびたびあり．朝廷の恥且の甦波に滞留するものが少なくなかった

と息われる。虻柄翌碕宮がひきつづき利用され．維持されていたと考えて

なしヽが，

で

ヽ••長柄豊碕宮の建物が天武朝までひきつがれ

つがれたという考えを否定する材料もないの

以 I:,AからDにいたる 4つの理由によって．付屈小住穴をともなう前

宮の主要建物一ーり少なくとも内衷前殿 ・後殿 ・東西是殿 ・前段門を

ふく 氾 if'1はのぞく の長柄位碕宮にさかのぽる

たがって 大殿）が

心とし．（n］廊でかこ t, 酎方に門をもつ 1区画が．本来の

出するという構造，←・ 長柄毀碕宮ですでに成立したと

ljする

おそらくこの内裏前殿の南門が孝徳紀白雉元年2月甲申 (15日）の合
(la、

にみえる紫門のことであろうc この条は同月 g8に穴戸国から献ぜられた

n雉を天aなる儀式を品したものであるが．具体性に官み，事実の記鉗と

ると息

左右大臣以下百宜人が「紫「1」の外で待っていると，

の輿をもってあらわれる。雉の輿をさきにして，左

い，「中庭」にいたる。三困公麻出

ら4人が代って雉の輿をもち，「段Jの前に進める。 ここで左右大臣ら 5

て雉の釈を執り．「御月i立の前に匠く。天＆，即ちa太チを召して，
ょCとにて置つ

共にこれを観る。[t!太子は退いて再拝し，左大臣が双を硲り．天旦が詔を

下す。以上が供式の大体である

門Jが内裏前殿の南門に相当するらしいことはさきに述ぺたが，「中

門と内裏前段との間の広坦．「段」は内哀前段，［御Hi」は内衷前
た釦人くら

うけられた屯座（利御座）と考えて，何ら矛府はおこらない。

っとも．この供式の行なわれた宮が長柄位硲かどうかはわからないので．

•名•’の仕築が此柄位芭宮からはじまるとする推定を ， この「杓紀」
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てnu匹するこ}ーはでさないが．汀祈がないという点で．＇消極的
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物など若干の建物はあったであるうが朝党院はまだ成立していない

門の内側は内裂前殿を中心とす
＇。南

．る政治の場（外廷）であり，天贔の日常生

活がいとなまれる内裏（内廷）は，さらにその北に内疫後段を中心として

存在する

以上が私の推定する孝徳朝から天武朝のなかごるまでの娃放宮の基本的

遥である。そうして律令的官司制の発展，とくに 6官（令制 8省の前身）

を中心とする中央官制の整備にともない，天武朝の末年（おそた＜干武12
年の甦波造都の詔以後）＇南門の前面広均すなわ 慎庭」に朝： • J堂院

1門をふくむ朝堂院の廷設が行なわれ，朱、島元年正月までにその大体はで

がったと考える。この両者をあわせたものが前期駐波宮である。飛

暉御原宮の発掘はほとんど行なわれていないが，同様な構造をもってい

たと思われる

持統天Q朝に建築がはじまり ，持統8年 (694)に遥都が行なわれた膝

霊，新しい構想にもとづいて姓てられている，大きなちがいは，内

諏を中心とする郷を内衷から切りはなし．大極殿院として独立させ，

内諏j殿の代りに大極殿を匝いたことと，はじめから大極殿院に接紐させ

て12の朝堂をもつ朝堂院を設四したことである。朝堂院が完備するので，

・内衷前殿の前にあった東西長殿は当然梢減する。 11りは南から朱雀門 • 朝党
院門（のちの会［｝門） ・大極殿門（l固門）の 3つができる。大極段院の北に

七る内裂の前面に門があったかどうかは．まだ発掘が行なわれていないの

で不明であるが，平城宮や聖武朝難波宮の坦丘沿‘‘ら類推すると，築地rn」廊
の部を切り穀り ，松根を少し府くした程度の節単な門であったと思われ

る。それは大極段院の前身が内衷の一部分という性格をもち，内裂との

関係が密接であったことによるのであろう

なお，｝即原宮では朝党院門の南[friの東西に朝梨殿が建てられているが，

それをとりかこむrn1廊や門（のちの応天門）が存在しないことは，近年の
‘ib 

発掘であきらかになった。朝集殿院のI1り（応天1'1)ができるのは，平城宮以

忽である。「絨日本紀」の天平16年 3 月甲戌条に「•(：7」・・榎井二氏， 樹＝大釦

於難波宮中外「'j_」とみえる中外I11， 天平神護2年5月戊午条に「大i.... 
臼正三位、ゲ伽朝臣浜備癸， 樹—二柱於中モ生門西＿」とみえる中モ生l"jが，
この応天門にあたると恩うが，詳細は別の機会にゆずる

それはともかく ，内衷前殿が大極殿に発股したことにより，宮城の整備

段とすすみ，威容はたかまった。 I呻時にそれは天品が匝接政治を支配

65) 
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(16) 

する力の弱まったことを示 している。古代政治の推移は，内衷 • 朝堂院の
構造にもあらわれているのである。それらをも含めて論し残したことは多

いが，すでに予定の紙数をこえた。ひとまず下を四いて別稿を期すことと

したい。

註

(1) 直木「一欠極殿の門」（「末永先生古稀記念古代字論叢」昭和42年）

12) 昭和45'f-,こ行なわれた第37次発掘による。註(5)の報告3参照。

(3) 昭和46勾10月，こ行なわれた文化財保存全国協議会第2I司全国大会での講狐昭

和47年正月に行なわれた橿bii与占学研究所の研究会等。

(4-) 難波宮址顕彰会 ・難波宮址研究会「難波宮址の研究」第 4。

(5) 大阪市孜ff委且会「昭和45年度難波宮跡調；代報告~,」 8 ヽージ。
(G) 上|こ同じ。

(7) かつて口頭発表したときは，「向小殿」は東西仕殿かと述ぺたがそうではな

くて内褒後殿 (k殿）に向いあう小殿の意で．内褒にあったものと思う。

18) 難波宮址顕彰会．ー1972斗度難波宮跡研究週丘年報」参照。

(9) 難波宮址顕彰会 ・難波呂址研究会「難波宮址の研究」第 6.101ページ。

u0) 沢付仁，難波名一その歴史と発掘濁査」（「仏教送術~ 51り，昭和38年）。

(11) 小林ili「用材乾媒問題からみた長岡宮の造営」（「史林」 53の4．昭和46年 。

u•2 註(9)v)「難波宮址の研究」第6.98ベージ。

U31 中国の夭文学では，北斗星の北にある位を紫微といい，天帝の居所とし，転じ

て皇帝の宮殿をいう。このため，日本でも内裏の門を紫門といったのであろう。

U4J 前掲拙脳参照。

(lo) 1970年艮「奈良国立文化財研究所年報」参照。

(16 この傾向がさら，こ此むと，内必は大極殿から雄れてくる。それは比岡宮およぴ

平安宮における内裏と大極殿の関係にあらわれている。註(1)拙稿生照，

付記 本脳を1,tするに当り ．帷波宮址顕彰会の方々 ，とく に中尾芳治 ・ 八木久朱 • 長

山雅一の諸氏から桶I1の教，ドをえたことを肝＜ 惑湖する。ただし．すべての見解が

一致しているのではないo liii期難波宮朝韮院南I]'］の成立勾代についての意見の相違

なとはその舟川である。本稿の出［はあくまでもホが個人にあることを明記してお

く。本稿成稿ののらに艮山雅一氏「前期雉波宮朝僅院の-つU)r1]をめく）て」 (1・澁

波宮跡研究潤杏．年報」 1972)が発表された。参照を乞う。なお所掲の図の第 1は註

(5)の報侶書より ．第2は中尾必祐「前期難波宮をめぐる諸問題」（「考古学雑f痣」 58

の1)より転故した。，iしして謝意を表する。
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1図 前期難波宮の殿令紀駐と規校（内裏を中心とする部分
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第 2図 前期難波宮 ・藤原宮 ・平城宮の平面配四
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